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C O N T E N T S

　400年前、33日と14時間という膨大な時間をかけて近江よ
り青雲の志を抱いて来盛した人たちは、途中で何が起こる
かわからないため、仏様を背負っていたそうです。その人た
ちの修業した所が、上

かみ

の橋
はし

の「草鞋脱ぎ場」です。それこそ
「汗と涙」の場所でもあります。成功した人、時代の流れに
のれず消えていった人、又、志半ばで亡くなっていった人
たちが沢山おられます。この度建立した記念碑は、その人
たちが無念さと悲しみから故郷に向かって手を合わせてい
る「碑」でもあります。

　記念行事の前日に旅立たれた初代会長吉住俊彦氏、除幕
式に喜んで出席していただき、その年の12月に旅立たれた
三代目会長小笠原三吉氏、また15年前より提案されていた
音羽会会長村谷喜一郎氏等、県人会重鎮たちも今は浄土よ
り喜んでおられると思うと、建立するのに苦労はありまし
たが幸せです。きれいな中津川のほとりで、鮭が遡上する
のを眺めながら！

幹事長　駒井健治
（近江商人来盛四百年記念誌より。役職名は当時）

盛岡市中津川にかかる上の橋。欄干の擬宝珠は国指定文化財
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アユタヤの山田長政像

　

暹
羅
王
国（
現
在
の
タ
イ
王
国
）の

旧
首
都
で
あ
る
ア
ユ
タ
ヤ
は
、
多
く

の
日
本
人
に
と
っ
て
伝
説
的
な
山
田

長
政
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
場
所
だ
ろ

う
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
商
業
港
で
も

あ
っ
た
ア
ユ
タ
ヤ
へ
渡
航
し
た
山
田

長
政
は
、
日
本
人
町
と
日
本
人
傭
兵

隊
の
司
令
官
に
と
し
て
活
躍
し
て
、

プ
ラ
ヤ
ー
・
セ
ー
ナ
ー
ピ
ム
ッ
ク
と

近
江
商
人
の
暹
羅
屋
勘
兵
衛

現
在
の
日
・
タ
イ
関
係
の
適
当
な
象
徴
？

タ
ー
ヴ
ィ
ト
・
マ
リ
ツ
氏

か
ら
の
商
人
は
、
暹
羅
へ
の
最
初
の

渡
航
者
だ
っ
た
が
、16
世
紀
以
降
、商

船
は
モ
ン
ス
ー
ン
に
乗
っ
て
、
チ
ャ

オ
プ
ラ
ヤ
川
と
南
日
本
を
行
き
来
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
に
日
本
商

人
は
熱
帯
に
短
期
間
滞
在
し
、
風
の

変
化
と
と
も
に
日
本
に
戻
っ
て
来
た
。

交
易
量
が
増
え
る
に
つ
れ
、
残
る
者

も
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
ア
ユ
タ
ヤ

へ
渡
航
し
た
、
内
乱
、
関
ヶ
原
の
戦

い
、
大
坂
の
役
な
ど
で
領
主
を
失
っ

た
浪
人
た
ち
や
、
キ
リ
シ
タ
ン
も
そ

の
数
を
増
や
し
た
。

　

山
田
長
政
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
だ
け
で

な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
人
町
の

住
人
の
中
で
最
も
有
名
だ
ろ
う
。
江

戸
時
代
に
は
、
彼
に
関
す
る
装
飾
さ

れ
た
文
章
が
人
気
あ
り
、
国
学
者
の

平
田
篤
胤
さ
え
山
田
長
政
を
「
大
日

本
魂
」
の
模
範
と
し
て
挙
げ
た
。
帝

国
日
本
で
は
、
山
田
長
政
は
国
民
的

英
雄
と
な
り
、
南
進
の
先
任
者
と
な

り
、教
科
書
に
は
必
ず
登
場
し
た
。近

代
日
・
タ
イ
外
交
関
係
樹
立
50
周
年

に
際
し
て
１
９
３
８
年
ア
ユ
タ
ヤ
の

日
本
人
町
跡
地
に
山
田
神
社
が
建
立

さ
れ
た
。
戦
後
、
日
本
の
植
民
地
を

失
っ
た
こ
と
で
、
山
田
長
政
は
多
く

の
人
気
も
失
っ
た
。
し
か
し
、
小
説

ア
ユ
タ
ヤ
の
山
田
長
政

特
別
寄
稿

近
年
の
日
・
タ
イ
関
係
の
シ
ン
ボ
ル

マ
リ
ア
・
ギ
オ
マ
ー
ル
・
デ
・
ピ
ー
ニ
ャ

言
う
官
位
を
受
け
ら
れ
た
。
結
局
宮

廷
政
治
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
１
６
３

０
年
に
南
タ
イ
戦
場
で
負
傷
し
た
か
、

敵
に
毒
殺
さ
れ
て
死
ん
だ
。
暹
羅
に

お
け
る
彼
の
栄
枯
盛
衰
は
、
日
本
だ

け
で
な
く
オ
ラ
ン
ダ
の
資
料
に
も
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
人
を
東
南
ア
ジ
ア

の
王
国
に
呼
び
寄
せ
た
の
は
冒
険
で

は
な
く
て
貿
易
だ
っ
た
。
琉
球
列
島

や
映
画
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
制
作

さ
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
静
岡
市
の
浅せ
ん

間げ
ん

神
社
に
は
、

山
田
長
政
が
暹
羅
か
ら
送
っ
た
と
さ

れ
る
絵
馬（
本
物
は
１
７
８
８
年
火

事
で
焼
失
し
た
た
め
、
現
在
の
絵
馬

は
模
写
で
あ
る
）が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
１
９
８
６
年
か
ら
浅

間
通
り
商
店
街
は
「
日
・
タ
イ
友
好 

長
政
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
る
。

１
９
８
７
年
、
日
・
タ
イ
外
交
関
係

樹
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
山

田
神
社
が
あ
る
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
人

町
跡
地
に
博
物
館
と
公
園
が
建
設
さ

れ
て
、
そ
の
中
に
は
山
田
長
政
の
銅

像
も
建
て
ら
れ
た
。
現
在
で
も
そ
の

ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
人
村（
旧
日
本
人

町
跡
）は
人
気
が
あ
る
観
光
名
所
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
タ
イ
で
は
、

外
国
人
に
と
し
て
王
国
の
内
政
に
干

渉
し
た
山
田
長
政
や
彼
に
関
す
る
日

本
の
物
語
が
、
植
民
地
化
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
タ
イ
で
は
実
は
常
に
多
く

の
人
に
懐
疑
的
な
見
方
を
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

近
年
タ
イ
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
冒

険
家
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ー

ル
コ
ン
の
妻
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
日
系
人
、
マ
リ
ア
・
ギ
オ
マ
ー

ル
・
デ
・
ピ
ー
ニ
ャ
が
日
・
タ
イ
関

（筆者紹介） 
ダーヴィト・マリツ氏は、ドイツ日本研究所（東
京）の主任研究員。マンハイム大学およびハイデ
ルベルグ大学で修 士 号（経営学、日本学）を、ミ
ュンヘンのルートヴィヒ・マクシミリアン大学で
2016年に博士号（日本学）を取得。博士論文の
テーマは日本とタイの関係史。2015年から
2021年にかけてバンコクの大学に勤め、2021
年に入所したドイツ日本研究所では日本・東南ア
ジア、特に日・タイと日・メコン地域の関係・交
流についての研究に取り組んでいる。近江商人の
東南アジアへの渡航についても調査中。

係
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
そ
ん
な
理
由
も
あ

る
だ
ろ
う
。
山
田
長
政
と
同
じ
よ
う

に
後
継
者
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
夫

が
没
落
し
た
後
、
彼
女
は
２
年
間
ぐ
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ア
ユ
タ
ヤ
の
八
幡
商
人

マリア・ギオマール・デ・ピーニャのろう人形

　

近
江
商
人
は
日
本
列
島
を
横
断
し

て
交
易
網
を
築
い
た
だ
け
で
な
く
、

江
戸
時
代
初
期
に
朱
印
船
で
東
南
ア

ジ
ア
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
た
。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
近
江
八
幡

の
日
牟
礼
八
幡
宮
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の

安
南
に
渡
航
し
た
西
村
太
郎
右
衛
門

が
送
っ
た
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
朱
印
船
の
絵
馬
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

ア
ユ
タ
ヤ
が
当
時
の
日
本
人
貿
易

商
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
港
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
兵

庫
県
高
砂
の
有
名
な
天
竺
徳
兵
衛
や
、

京
都
・
堺
・
名
古
屋
な
ど
の
豪
商
以

外
に
も
、
近
江
か
ら
ア
ユ
タ
ヤ
に
向

か
っ
た
商
人
た
ち
が
い
た
。
そ
の
う

ち
の
一
人
の
名
前
は
知
ら
れ
て
い
る
。

　

１
５
６
６
年
に
近
江
八
幡
に
生
ま

れ
た
勘
兵
衛
は
ア
ユ
タ
ヤ
に
渡
航
し

て
、
暹
羅
王
都
で
染
色
技
法
を
習
得

し
た
。
無
事
に
日
本
の
故
郷
に
帰
っ

た
後
、
八
幡
町（
現
近
江
八
幡
市
）で

暹
羅
屋
と
言
う
繊
維
店
を
設
立
し
た
。

　

暹
羅
屋
勘
兵
衛
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
彼
は
84
歳
で
亡
く
な
っ
た

が
、
店
の
暹
羅
屋
は
明
治
時
代
ま
で

続
い
た
。残
念
な
が
ら
、彼
の
名
前
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
か
つ
て

の
暹
羅
屋
の
場
所
は
現
在
記
念
碑
な

ど
な
に
も
な
い
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
言
葉
で
文

化
交
流
の
促
進
に
成
功
し
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
創
設
者
だ
っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
暹
羅
屋

勘
兵
衛
は
、
両
国
が
対
等
か
つ
共
創

的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
認
識
を
受

け
入
れ
て
い
る
現
在
、
日
・
タ
イ
関

ら
い
奴
隷
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
あ
と
は
王
宮
台
所
の
菓
子
部
に
な

り
、
タ
ー
オ
・
ト
ー
ン
キ
ー
プ
マ
ー

と
言
う
官
位
を
与
え
ら
れ
た
。
２
０

１
５
年
に
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
人

村（
旧
日
本
人
町
跡
）の
新
展
示
ホ
ー

ル
に
彼
女
の
蝋
人
形
が
建
て
ら
れ
た
。

し
か
し
、
亡
命
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
子

と
し
て
遠
い
暹
羅
に
生
ま
れ
、
日
本

に
来
た
こ
と
が
な
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
名
で
知
ら
れ
て
い
る
彼
女
は
、
日

本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
の
た
め
、
マ
リ

ア
・
ギ
オ
マ
ー
ル
・
デ
・
ピ
ー
ニ
ャ

も
日
・
タ
イ
関
係
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
適
当
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

暹羅屋跡のパーキングに立つ著者

　

こ
の
数
年
間
、
日
・
タ
イ
関
係
だ

け
で
な
く
、
日
東
南
ア
ジ
ア
関
係
全

般
が
以
前
よ
り
ず
っ
と
対
等
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
以
前
と
は
対
照
的
に
日

本
か
ら
南
の
タ
イ
王
国
へ
の
投
資
や

観
光
者
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
か
ら
北

の
日
本
へ
の
投
資
や
観
光
客
も
増
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
日
・
タ
イ
関
係

の
主
柱
は
間
違
い
な
く
経
済
関
係
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
近
江
八
幡

の
商
人
た
ち
の
中
に
、
現
在
の
日
・

タ
イ
関
係
の
象
徴
に
な
る
こ
と
が
で

き
そ
う
な
歴
史
人
物
に
焦
点
を
当
て

て
み
よ
う
。

係
の
適
当
な
だ
け
で
は
な
く
て
魅
力

的
な
象
徴
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
近
江
商
人
で
あ
っ
た
暹

羅
屋
勘
兵
衛
は
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア

交
流
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
人
物

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
観
光
客
も
近

江
八
幡
に
増
え
て
、
近
江
商
人
の
歴

史
も
世
界
に
も
っ
と
よ
く
知
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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岩手滋賀県人会・近江商人末裔会
設立50周年記念式典開催

　

２
０
２
４
年
９
月
22
日（
日
）、
盛
岡
市
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ニ
ュ
ー
ウ

イ
ン
グ
に
て
、
岩
手
滋
賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末
裔
会
の
設
立
50
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
た
。
三
方
よ
し
研
究
所
か
ら
も
５
名
が
参
加
。
県
内
各
地
か
ら
の
世

代
を
超
え
た
会
員
さ
ん
が
多
数
ご
参
集
。

　

全
国
滋
賀
県
人
会
連
合
会
か
ら
は
副
会
長
の
平
居
匡
宏
氏（
静
岡
滋
賀
県
人

会
）が
来
賓
と
し
て
ご
参
加
さ
れ
、
顧
問
の
村
井
宏
さ
ん
も
お
元
気
な
お
姿
で
ご

参
加
。
総
会
・
三
方
よ
し
研
究
所
岩
根
順
子
専
務
の
記
念
講
演
に
続
き
、
そ
の
後

は
和
や
か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。
懇
親
会
は
厳
か
に
宝
生
流
能
楽
師
の
金
野
泰
大

氏
の
仕
舞
い
か
ら
始
ま
り
、
岩
手
放
送
平
塚
奈
穂
美
さ
ん
の
司
会
で
進
行
。
昨
日

か
ら
の
寒
気
を
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱
気
に
終
始
包
ま
れ
て
い
た
。

来盛400年記念事業として建立された「草鞋脱ぎ場　記念碑」
盛岡市中津川右岸上の橋たもと（盛岡市有地）
揮毫は北峯閣願教寺第28代住職島地興霖氏による

前列右から村井宏顧問、村井研一郎会長、平井匡宏全滋連副会長
後列右から片桐理事ご夫妻、片岡修次期岩手滋賀県人会会長、岩根専務理事、副会長駒井健治さん、中澤副理事長、
高橋理事

　

当
会
は
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
司

会
ご
担
当
の
平
塚
さ
ん
の
よ
う
に
東

近
江
市
の
ご
出
身
で
盛
岡
に
住
ま
い

し
て
い
る
方
が
在
籍
さ
れ
て
い
る
一

方
で
、
現
会
長
の
村
井
研
一
郎
さ
ん

は
１
８
５
７
年
創
業
の
株
式
会
社
村

源
代
表
取
締
役
会
長
だ
が
、
ご
先
祖

の
６
代
目
が
盛
岡
に
や
っ
て
き
た
と

い
う
。
つ
ま
り
、
滋
賀
県
出
身
者
で

岩
手
県
在
住
の
人
と
岩
手
県
生
ま
れ

で
は
あ
る
が
近
江
商
人
の
末
裔
に
あ

た
る
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
７
４
年
の
設
立
時
は
「
盛
岡

滋
賀
県
人
会
」
と
し
て
発
足
し
た
が
、

１
９
８
５
年
に
は
「
岩
手
滋
賀
県
人

会
」と
名
称
変
更
し
た
。
そ
の
後
、４

代
目
会
長
に
就
任
し
た
駒
井
健
さ
ん

を
中
心
に
、
今
後
の
活
発
な
県
人
会

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
近
江
商

人
を
ご
先
祖
に
持
つ
末
裔
の
方
々
と

の
滋
賀
県
出
身
者
と
が
融
和
の
あ
る

会
の
活
動
を
め
ざ
し
て
い
こ
う
と
現

在
の
名
称
と
な
っ
た
。

　

当
会
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
近

江
商
人
来
盛
４
０
０
年
記
念
行
事
を

展
開
し
、
盛
岡
で
の
近
江
商
人
の
始

来
盛
４
０
０
年
を
盛
大
に
開
催
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お土産に頂戴した長沢屋の「黄精飴」
1853年、近江の長沢村（現米原市）からやってきた重吉が
盛岡城下で飴屋を開いたことが起源の長沢屋。「黄精飴」は
南部藩で身柄お預かりの学僧が広めた漢方薬から生まれた
求肥菓子で長沢屋の看板商品。

祖
村
井
新
七
店
舗
跡
地
に
「
始

祖　

草
鞋
脱
ぎ
場
」
の
記
念
碑

の
建
立
や
講
演
会
の
開
催
な
ど

多
彩
な
行
事
を
繰
り
広
げ
た
。

こ
う
し
た
当
会
の
活
動
の
様
子

は
地
元
岩
手
放
送
が
「
商
人
来

た
り
て
国
富
ま
す
」
と
い
う
番

組
を
制
作
し
、
の
ち
に
び
わ
こ

　

当
会
は
、
１
９
７
３
年
当
時
、

盛
岡
市
助
役
で
あ
っ
た
吉
住
俊

彦
さ
ん
が
初
代
会
長
に
就
任
さ

れ
、
親
睦
を
中
心
の
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
が
、
結
成
10
周

年
に
当
た
る
１
９
８
５
年
に
は

岩
手
滋
賀
県
人
会
と
名
称
変
更

し
、
こ
の
年
『
盛
岡
商
人
伝
』

を
発
行
し
て
い
る
。

　

滋
賀
県
で
あ
き
ん
ど
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催
の
計
画
が
浮
上
す
る

と
１
９
８
９
年
に
は
、
盛
岡

タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
で
「
あ
き

ん
ど
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
北
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
駒
井
健

（
当
時
岩
手
大
学
教
授
）さ
ん
は
、

翌
年
に
会
長
に
就
任
し
、
今
後

の
活
発
な
県
人
会
活
動
を
推
進

す
る
た
め
に
、
近
江
商
人
を
ご

先
祖
に
持
つ
末
裔
の
方
々
と
の

融
和
の
あ
る
会
の
活
動
を
め
ざ

し
て
「
岩
手
滋
賀
県
人
会
・
近

放
送
で
も
放
映
さ
れ
た
。

「
近
江
商
人
来
盛
４
０
０
年
記
念
」

事
業
は
２
０
１
２
年
の
記
念
誌
『
わ

が
先
達
の
第
一
歩
は
、
三
十
三
日
と

十
四
時
間
の
旅
路
よ
り
』
の
発
刊
で

終
了
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
近
江

八
幡
商
業
高
校
の
天
八
商
店
が
や
っ

て
き
て
い
る
。

岩
手
滋
賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末
裔
の
会
の
足
跡

江
商
人
末
裔
会
」
と
名
称
を
変
更
さ

れ
た
。

　

１
９
９
１
年
に
は
『
近
江
商
人　

東
北
の
末
裔
た
ち
』
を
発
刊
、
国
際

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
岩

手
か
ら
20
名
が
参
加
し
、
そ
の
足
で

安
曇
川
町
を
訪
問
、
会
長
の
駒
井
さ

ん
は
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て

出
身
地
滋
賀
県
安
曇
川
町（
現
高
島

市
）と
の
交
流
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
る
ま

で
若
鮎
の
放
流
を
は
じ
め
、
相
互
の

交
流
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
。

　

２
０
０
０
年
に
は
岩
手
滋
賀
県
人

会
・
近
江
商
人
末
裔
会
と
名
称
変
更

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
に
な
る
と
３
代
目
会

長
の
小
笠
原
三
吉
さ
ん
か
ら
懇
願
書

が
届
く
。

「
岩
手
滋
賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末

裔
会
と
し
て
、
近
江
商
人
が
歩
ん
で

き
た
証
の
記
念
碑
を
建
立
し
後
世
に

残
し
た
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

や
が
て
、
盛
岡
に
や
っ
て
き
て
４
０

０
年
を
迎
え
る
、
こ
の
こ
と
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
盛
岡
市
と
の
交
渉
を

は
じ
め
、
盛
岡
市
制
１
２
０
年
を
迎

え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
事
業
が
動
き
出

し
た
。
前
述
の
来
盛
４
０
０
年
記

念
事
業
と
し
て
活
動
が
始
ま
る
契
機

だ
っ
た
。
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盛
岡
の
風
土
と
近
江
商
人

近
江
高
島
か
ら
盛
岡
に
出
か
け
た
近
江
商
人
は
、
四
百
年
に
わ
た
り
、
か
の
地
に
定
着
し
南
部
藩
や
地
域
の
発
展

に
多
く
貢
献
さ
れ
て
き
た
。
２
０
０
９
年
に
は
来
盛
四
百
年
記
念
事
業
が
始
ま
り
、
村
井
新
七
が
盛
岡
に
や
っ
て

き
て
近
江
か
ら
の
人
々
が
収
れ
ん
し
た
場
所
に
は
「
草
鞋
脱
ぎ
場
」
の
記
念
碑
を
建
立
し
、
講
演
会
な
ど
様
々
な

事
業
の
集
大
成
と
し
て
『
近
江
商
人
来
盛
四
百
年
記
念
誌
』
を
発
行
さ
れ
た
。
本
年
、
盛
岡
に
伺
っ
た
際
に
村
井

文
治
さ
ん
の
ご
厚
意
で
本
書
の
一
部
抜
粋
分
を
頂
戴
し
た
が
、
こ
こ
に
村
井
宏
氏
お
よ
び
村
井
研
一
郎
氏
の
素
晴

ら
し
い
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
本
誌
で
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

岩
手
山
と
北
上
川

　

来
盛
近
江
商
人
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

さ
れ
る
村
井
新
七
が
、
下
向
し
遠
野

を
経
由
し
て
盛
岡
に
居
を
定
め
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
四
百
年
前
の
慶
長
18

年（
１
６
１
３
）の
四
月
十
日
と
さ
れ

て
い
る
。
平
成
21
年（
２
０
０
９
）

の
夏
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
北
上
川

支
流
中
津
川
の
河
畔
は
、
新
七
が
藩

か
ら
与
え
ら
れ
た
街
割
の
で
き
た
京

町（
上か
み

の
橋
西
詰
め
）、
い
ま
で
い
う

本
町
通
と
な
る
。
近
年
ま
で
、
こ
こ

で
ご
子
孫
の
村
井
亮
さ
ん
ご
一
家
が

麹
製
造
業（
麹
屋
の
勘
六
家
）を
継
い

で
お
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
同
氏
に
よ

ふ
る
さ
と
の
自
然
と
人

岩
手
山
と
姫
神
山

は
じ
め
に

る
と
元
の
場
所
は
寮
だ
っ
た
そ
う
で
、

住
居
は
も
っ
と
お
城
に
近
い
場
所
に

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
戸
か
ら
や
っ

て
き
た
南
部
藩
主（
利
直
公
）が
盛
岡

城
を
築
く
前
で
、
多
数
の
家
臣
や
そ

の
家
族
が
住
み
生
活
す
る
城
下
町
づ

く
り
が
急
が
れ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
、

受
け
皿
づ
く
り
に
近
江
商
人
等
が
貢

献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
真
っ
先
に

必
要
だ
っ
た
の
は
、
消
費
物
資
の
集

中
で
、
そ
の
た
め
商
人
や
職
人
の
居

留
が
求
め
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
当

時
は
中
心
部
に
住
居
が
散
在
す
る
閑

岩
手
滋
賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末
裔
会
　
顧
問
　
村
井
　
宏

静
な
状
態
で
、
西
の
岩
手
山
や
東
の

姫
神
山
、
南
の
南な
ん

昌し
ょ
う

山ざ
ん

等
は
、
直

視
で
き
る
環
境
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
北
上
川
の
支
流
中
津
川
の
清
流

は
、
今
と
異
な
り
構
造
物
の
少
な
い

近
自
然
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
近
江
か
ら
入
っ
て
ふ
る
さ

と
を
離
れ
て
来
た
人
々
に
は
、
美
し

い
開
発
の
進
ん
で
い
な
い
自
然
や
素

朴
な
み
ち
の
く
の
人
々
と
接
し
、
自

ら
の
心
に
、
肌
に
ど
ん
な
こ
と
を
感

じ
た
の
か
を
推
察
す
る
た
め
に
、
ま

ず
城
下
町
を
取
り
囲
む
自
然
の
模
様

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。そ
し
て
、そ

の
時
代
に
盛
岡
が
生
み
出
し
た
人
材

の
中
か
ら
近
江
商
人
に
ゆ
か
り
の
あ

る
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
る
。

　

盛
岡
の
西
側
に
立
つ
岩
手
山（
２

０
３
８
ｍ
）は
、岩
鷲
山
、南
部
富
士

と
も
い
わ
れ
、
優
美
な
裾
野
を
引
く

均
整
の
と
れ
た
姿
は
、
郷
土
が
生
ん

だ
石
川
啄
木
や
宮
澤
賢
治
を
は
じ
め
、

岩
手
の
多
く
の
人
々
の
心
に
、
古
く

か
ら
深
く
投
影
さ
れ
愛
さ
れ
て
き
た

山
と
言
え
る
。
東
側
か
ら
見
る
こ
の

山
は
と
て
も
端
麗
で
あ
る
が
、
裏
の

西
側
に
回
れ
ば
む
き
出
し
の
岩
肌
が

峨が

が々

た
る
山
容
を
形
成
し
、
全
く
別

の
顔
を
表
現
す
る
こ
と
に
、
初
体
験

の
人
は
誰
も
驚
か
さ
れ
る
。

　

盛
岡
の
街
は
、
ま
さ
に
こ
の
岩
手

山
に
よ
っ
て
活
き
て
い
る
と
い
え
る
。

現
在
人
口
約
30
万
の
市
街
地
に
、
一

つ
の
山
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
迫
っ
て

い
る
場
所
は
、
あ
ま
り
例
が
無
い
の

で
は
な
い
か
と
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
山
は
活
火
山
で
、
こ

れ
ま
で
数
回
爆
発
し
、
そ
の
焼
け
走

り
溶
岩
流
の
跡
も
見
ら
れ
る
。
近
年

も
水
蒸
気
爆
発
な
ど
も
発
生
し
、
一

時
期
入
山
規
制
が
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
登
山
は
表
裏
四
コ
ー
ス
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
早
朝
に
登
っ
て
夕
方
ま
で

に
戻
れ
、
７
〜
８
時
間
の
歩
行
が
一

般
的
で
あ
る
。

　

焼
け
走
り
登
山
口
か
ら
、
山
頂
ま

で
標
高
差
は
１
４
７
０
ｍ
で
あ
る
。

登
り
や
す
い
の
は
、
古
く
か
ら
登
拝

路
と
し
て
知
ら
れ
る
馬
返
し
コ
ー
ス

で
あ
る
。
こ
の
名
の
よ
う
に
、
こ
れ

以
上
車
は
入
れ
な
い
の
で
、
山
が
荒

れ
る
こ
と
も
な
く
昔
か
ら
の
優
れ
た

自
然
が
守
ら
れ
て
き
た
。
７
合
目
を

過
ぎ
る
と
ハ
イ
マ
ツ
群
落
に
入
り
、

８
合
目
避
難
小
屋
を
過
ぎ
る
と
、
ハ

ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
、

ト
ウ
ゲ
ブ
キ
が
彩
る
お
花
畑
が
現
れ
、

山
頂
付
近
の
熔
岩
砂
礫
に
は
美
し
い

コ
マ
ク
サ
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。
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昭和10年頃の村源薬局

旧井弥の建物盛岡城下図

北
上
川
、
そ
の
支
流
中
津
川
の
清
流

　

男
神
を
祀
る
岩
手
山
は
、
盛
岡
の

北
西
に
位
置（
隣
接
の
雫
石
町
と
滝

沢
村
に
ま
た
が
る
）し
、
奥
羽
山
脈

の
最
高
峰
で
、
基
岩
は
火
成
岩
類
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
北
東
に
眺
め

ら
れ
る
盛
岡
の
生
ん
だ
石
川
啄
木
ゆ

か
り
の
姫
神
山（
１
１
２
４
ｍ
）は
女

神
を
祀
っ
て
お
り
、
岩
手
山
と
の
夫

婦
伝
説
の
あ
る
優
美
な
姿
の
山
で
あ

る
。
２
０
０
６
年
ま
で
は
、
姫
神
山

（
１
１
２
４
ｍ
）は
玉
山
村（
旧
渋
民

村
を
含
む
）に
含
ま
れ
て
い
た
が
合

併
に
よ
り
盛
岡
市
に
入
っ
た
。

　

啄
木
の
故
郷
渋
民
の
北
上
川
の
ほ

と
り
に
は
、「
や
は
ら
か
に
柳
あ
お
め

る　

北
上
の
岸
邊
目
に
見
ゆ　

泣
け

ど
ご
と
く
に
」
と
い
う
有
名
な
歌
碑

が
た
っ
て
い
る
。
碑
の
正
面
に
は
岩

手
山
が
聳
え
、
振
り
か
え
る
と
反
対

の
東
側
に
は
姫
神
山
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
。
男
山
と
女
山
の
み
ご
と
な

対
照
が
無
言
の
ま
ま
に
、
訪
れ
る
人

に
物
語
っ
て
い
る
。
登
山
口
は
二
つ

あ
っ
て
、
樹
林
や
岩
場
な
ど
の
変
化

の
あ
る
一
本
杉
コ
ー
ス
が
多
く
利
用

さ
れ
る
。
国
道
４
号
線
の
芋
田
口
か

ら
徒
歩
約
３
時
間
、
こ
の
間
の
標
高

差
は
約
６
０
０
ｍ
で
あ
る
。

　

姫
神
山
は
、北
上
高
地
の
主
峰「
早

池
峰
山
」
と
共
に
高
峰
の
一
つ
で
あ

る
が
、
周
辺
は
準
平
原
と
称
さ
れ
る

古
生
層
か
ら
な
る
緩
や
か
な
高
原
に

連
な
っ
て
い
る
。
遠
く
か
ら
眺
め
る

と
、
際
だ
っ
て
や
さ
し
い
整
っ
た
稜

線
で
あ
る
が
、
山
頂
付
近
に
は
登
山

者
を
圧
倒
す
る
巨
石
群
に
遭
遇
す
る
。

古
代
か
ら
天
の
神
が
降
り
立
ち
、
地

の
神
々
が
集
ま
る
場
所
と
さ
れ
て
い

た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
う
な
ず
け
る
。

　

盛
岡
は
昔
か
ら
「
杜も
り

と
水
の
街
」

と
い
わ
れ
、
市
内
を
北
上
川
本
流
、

そ
の
支
流
雫
石
川
、
簗
川
、
中
津
川
、

米
内
川
な
ど
が
貫
流
し
て
い
る
。
街

の
各
地
に
湧
き
水
が
あ
り
、
古
く
か

ら
生
活
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

中
核
と
な
る
川
は
中
津
川
で
、
こ
の

北
側
を
河
北
、
南
側
を
河
南
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
河
北
地
域
に
は
湿
地
が

多
く
、
安
土
桃
山
時
代
ま
で
は
、
河

川
の
氾
濫
が
激
し
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
あ
え
て
そ
れ
を
自
然
の
要
塞
と

し
て
、
盛
岡
の
築
城
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
慶
長
年
間
、
盛
岡
開
府
に
際

し
て
近
江
か
ら
や
っ
て
き
た
商
人
達

は
、
河
北
の
京
町（
本
町
）に
集
ま
っ

た
と
さ
れ
る
。

　

街
の
中
心
を
流
れ
る
中
津
川
に
は
、

春
に
は
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
、
初
夏
に
は

カ
キ
ツ
バ
タ
と
い
う
よ
う
に
美
し
い

花
を
咲
か
せ
、
鮎
釣
り
、
秋
の
鮭
の

遡
上
は
み
ご
と
で
あ
る
。
平
成
８
年

６
月
に
は
、
こ
の
川
に
心
の
ふ
る
さ

と
安
曇
川
の
稚
鮎
２
万
匹
が
放
流
さ

れ
た
。
清
流
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
、
こ
の
川
に
は
バ
イ
カ
モ
が
水
中

基
岩
は
花
崗
岩
で
比
良
山
系
と
同
類

で
、
山
麓
に
は
春
、
美
し
い
清
楚
な

ス
ズ
ラ
ン
の
群
生
が
見
ら
れ
る
。
ハ

イ
キ
ン
グ
や
子
ど
も
た
ち
の
遠
足
の

場
と
し
て
評
判
が
よ
い
環
境
で
あ
る
。

に
繁
茂
し
、
白
鳥
の
飛
来
、
野
鳥
類

の
越
冬
も
見
ら
れ
る
。
都
市
に
あ
り

な
が
ら
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ビ
オ

ト
ー
プ（
動
植
物
生
息
空
間
）と
し
て
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
地
域
の

人
々
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
川
の
源
流
を
探
る
と
、
北
上

高
地
の
岩
神
山
、
安
倍
館
山
に
水
源

を
発
し
、
市
内
を
貫
流
し
本
流
の
北

上
川
に
流
入
し
て
い
る
。「
京
の
鴨
川

に
も
た
と
え
ら
れ
」、上
流
の
河
岸
や

河
床
に
は
、
山
地
か
ら
の
地
下
水
が

随
所
に
浸
出
し
て
い
る
。
琵
琶
湖
は

湖
で
あ
る
が
、
い
つ
も
水
が
川
の
よ

う
に
流
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ

れ
は
北
部
の
山
々
か
ら
運
ば
れ
て
く

る
融
雪
水
や
、
湖
底
か
ら
湧
き
出
る

地
下
水
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、

清
流
中
津
川
の
水
源
も
、
琵
琶
湖
と

同
じ
よ
う
な
優
れ
た
水
環
境
で
あ
る
。

　

中
津
川
の
上
流
に
は
市
民
の
水
瓶

の
綱
取
ダ
ム
が
あ
り
、
そ
こ
に
５
０

０
ｍ
の
円
曲
線
の
綱
取
大
橋
が
架

か
っ
て
い
る
。

　

橋
脚
52
ｍ
と
い
う
県
内
最
大
の
高

さ
を
誇
る
美
し
い
橋
で
あ
る
。
ダ
ム



三　方　よ　し令和６年12月15日 第53号（8）

湖
と
大
橋
は
、
背
景
の
緑
の
環
境
に

包
ま
れ
た
景
観
美
を
誇
っ
て
い
る
。

こ
の
下
流
北
上
川
本
流
ま
で
、
15
も

の
橋
を
数
え
市
内
随
所
に
そ
れ
が
み

ら
れ
る
。
始
祖
村
井
新
七
が
た
ど
り

　

村
井
市
左
衛
門
は
、
新
七
の
同
族

で
、
寛
永
10
年
に
近
江
国
高
島
郡
大

溝
上
古
賀
で
生
ま
れ
、
幼
名
市
助
と

い
い
、
成
人
し
て
孝
寛
と
名
乗
っ
て

い
る
。
幼
少
の
頃
は
、
出
生
地
大
溝

に
て
義
姉
妙
順（
福
井
勘
解
由
左
衛

門
妻
）に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
、
成
長

し
て
兄
源
太
郎
の
住
む
南
部
盛
岡
に

向
か
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
盛
岡

に
た
ど
り
着
い
た
年
月
は
不
詳
で
あ

る
が
万
治
元
年（
１
６
５
８
）に
、
盛

岡
本
町
の
店
を
兄
源
太
郎
よ
り
引
き

継
い
だ
事
は
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
彼
の
本
格
的
な
社
会
経
済
活
動

（
酒
造
業
や
質
店
）が
開
始
さ
れ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

　

後
に
、
村
井
新
七
、
村
井
権
兵
衛

と
共
に
、
来
盛
近
江
商
人
の
三
始
祖

の
一
人
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
最
初

に
草
鞋
を
脱
い
だ
新
七
の
年
代
に
照

合
す
る
と
、
市
左
衛
門
は
20
年
ほ
ど

新
七
に
遅
れ
て
来
盛
し
た
こ
と
に
な

る
。
村
井
市
左
衛
門（
村
市
）は
、
屋

号
と
し
て
近
江
屋
を
名
乗
っ
て
い
る

が
、
私
の
直
系
先
祖
で
あ
る
。
こ
こ

で
取
り
上
げ
た
の
は
、
私
の
身
内
と

着
き
、
拠
点
に
し
た
「
近
江
商
人
の

草
鞋
脱
ぎ
場
」
も
、
上
の
橋
の
た
も

と
に
あ
り
、
上
流
か
ら
ち
ょ
う
ど
10

番
目
の
橋
で
あ
る
。

近
江
商
人
三
始
祖
の
一
人・村
井
市
左
衛
門
（
１
６
３
３
〜
１
６
８
６
）

し
て
で
は
な
く
、
歴
史
に
残
る
彼
を

通
じ
て
盛
岡
近
江
商
人
の
活
動
、
生

き
様
に
つ
い
て
ご
理
解
を
戴
き
た
い

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

村
市
家
の
内
情
に
つ
い
て
は
、
先

祖
の
三
百
回
忌（
１
９
８
５
・
７
・

26
）ま
で
、
殆
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

地
元
の
著
名
な
歴
史
学
者
森
嘉
兵
衛

博
士
す
ら
そ
の
著
述
に
殆
ど
触
れ
て

い
な
い
。
先
祖
の
遺
言
に
よ
っ
て
他

言
が
抑
え
ら
れ
、
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ

て
い
た
。
三
百
回
忌
を
期
し
て
、
13

代
の
私
は
来
盛
近
江
商
人
の
活
動
の

歴
史
を
正
し
く
世
に
伝
え
る
こ
と
の

必
要
性
と
責
任
を
感
じ
、
資
料
を
公

に
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
大
正
十
三
造
氏
「
近
江
商

人
伝（
１
９
８
５
）」、村
井
他
人
「
村

井
・
小
野
一
族
の
系
譜
と
概
要（
１

９
９
２
）」、
村
井
久
子（
妻
）「
村
市

文
書（
２
０
０
４
）」
等
が
公
刊
さ
れ

て
い
る
。

　

兄
源
太
郎
か
ら
店
を
引
き
継
い
だ

市
左
衛
門
は
、
事
業
を
拡
大
し
多
く

の
人
を
雇
用
し
、
各
地
に
分
店
を
開

き
な
が
ら
、
藩
へ
の
経
済
的
支
援
に

徐
々
に
係
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
間
、
多
く
の
辛
苦
に
耐
え
な
が
ら
、

経
済
的
な
基
盤
を
固
め
た
彼
は
、
子

孫
へ
心
す
べ
き
遺
誡
、
遺
言
を
残
し

て
い
る
。
遺
誡
を
読
み
下
す
と
、

「
人
富
め
ば
奢
る
。
奢
れ
ば
礼
に
背

く
。
背
け
ば
人
に
憎
ま
れ
る
。
憎
ま

る
れ
ば
災
い
来
る
。
来
た
れ
ば
損
と

な
る
。
損
と
な
れ
ば
家
貧
し
。
貧
し

け
れ
ば
人
賤
し
。
賤
し
け
れ
ば
欲
起

こ
る
。
起
こ
れ
ば
邪
を
為
す
。
為
せ

ば
身
亡
ぶ
。」

と
し
、
こ
れ
に
古
語
を
加
え
、「
大
福

天
命
に
有
り
、
小
福
家
業
の
力
」
と

し
て
結
ん
で
い
る
。

　

遣
言
は
、
十
五
条
に
及
び
、
こ
の

全
文
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
紙
幅
は

無
い
が
、「
仏
教
を
信
じ
、
ご
公
儀

を
大
切
に
、
主
人
父
母
に
忠
孝
を
尽

く
し
、
身
の
養
生
を
第
一
に
、
諸
事

は
中
と
忍
の
二
字
、
家
事
第
一
に
心

が
け
等
々
」、結
び
と
し
て
子
孫
に
は
、

財
宝
は
と
も
か
く
の
こ
と
、「
浮
世
五

常
譲
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

内
容
を
考
え
る
と
、
単
に
自
分
達
の

子
孫
ば
か
り
で
は
な
く
、
手
代
を
は

じ
め
と
す
る
使
用
人
に
も
諭
す
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
教
え
は
、

近
江
聖
人
中
江
藤
樹
の
思
想
の
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。

我
が
家
の
先
祖
は
、
誠
に
卓
越
し
た

人
材
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

商
売
を
し
て
い
る
立
場
か
ら
、「
主

村井市左衛門 盛岡城
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近
年
の
末
裔
の
傑
人
・
小
野
清
一
郎（
１
８
９
１
〜
１
９
８
６
）

人
た
る
者
は
、
わ
が
身
持
ち
を
正
し

く
し
、
日
頃
の
言
動
に
留
意
し
模
範

と
な
る
こ
と
、
使
用
人
は
よ
く
よ
く

人
を
見
て
、
能
力
に
応
じ
て
適
材
適

所
を
考
え
る
こ
と
」
な
ど
、
教
え
の

奥
は
ふ
か
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
、

「
浮
世
五
常
」
と
は
、
論
語
に
言
う

「
仁
」、「
技
」、「
礼
」、「
智
」、「
信
」

の
こ
と
で
、
つ
ま
り
心
を
大
切
に
す

る
子
孫
を
残
せ
と
い
う
こ
と
に
尽
き

る
。
こ
れ
ら
の
教
え
は
、
至
ら
ぬ
子

孫
で
あ
る
私
た
ち
と
っ
て
は
、
及
ば

ざ
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
が
、
近
年
、

企
業
の
社
会
的
貢
献（Corporate 

Social Responsibility

）の
原
点
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
三
方
よ

し
」
の
考
え
方
に
通
じ
る
も
の
で
も

あ
る
。

　

盛
岡
近
江
商
人
の
末
裔
は
、
今
な

お
営
々
と
し
て
商
売
で
活
躍
し
て
い

る
方
々
は
少
な
く
な
い
が
、
商
い
以

外
の
立
場
で
活
動
さ
れ
名
を
あ
げ
た

人
材
も
い
る
。
近
年
に
お
け
る
末
裔

の
中
の
傑
物
の
一
人
と
し
て
、
法
学

者
「
小
野
清
一
郎
博
士
」
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
小
野
氏
は
盛
岡
市

出
身
で
、
著
名
な
刑
法
学
者
で
あ
り
、

検
事
、東
京
帝
国
大
学
教
授
、法
務
省

特
別
顧
問
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
昭

和
49
年
に
改
正
刑
法
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、「
刑
罰
は
応
報
な
り
」

の
客
観
主
義
的
刑
法
論
を
展
開
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
後
、公
職
追
放
に
も
遭
う
が
、歴

史
的
に
有
名
な
「
東
京
裁
判
」
で
は
、

海
軍
側
被
告
の
弁
護
人
を
つ
と
め
て

い
る
。
旧
制
盛
岡
中
学（
現
盛
岡
一

高
）か
ら
旧
制
第
一
高
等
学
校
に
進

み
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
独
法
科

を
首
席
で
卒
業
す
る
秀
才
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
検
事
、
東
京
帝
国
大
学
助

教
授
と
進
み
、
教
授
に
昇
進
す
る
も

の
の
、
一
時
、
教
職
不
適
格
教
授
の

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
公
職
追
放
に

も
な
る
。
し
か
し
、
弁
護
士
と
し
て

登
録
、
東
京
第
一
弁
護
士
会
長
に
な

り
、
以
後
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
に

も
推
挙
さ
れ
る
。
岩
手
県
出
身
者
と

し
て
は
、
三
人
目
の
文
化
勲
章
の
受

章
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
野
清
一
郎
氏
は
、
来
盛
近
江
商

人「
小
野
系
」の
末
裔
に
あ
た
る
。
家

は
、
大
溝
井
筒
屋
の
別
家
で
、
同
氏

は
盛
岡
紺
印
井
筒
屋
の
11
代
目
に
あ

た
る
。
し
か
し
、明
治
７
年（
１
８
７

５
）で
小
野
組
と
共
に
家
業
が
破
産

し
、
幼
少
の
頃
は
た
い
へ
ん
な
辛
苦

と
闘
い
な
が
ら
、
学
業
を
続
け
た
よ

う
で
あ
る
。当
時
、交
流
の
あ
っ
た
私

の
父
か
ら
仄
聞
す
る
こ
と
に
よ
る
と
、

博
士
の
ご
母
堂
は
、
我
が
子
の
学
校

を
続
け
さ
せ
る
た
め
に
、
働
き
続
け

た
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
日
々
の
生

活
に
追
わ
れ
て
い
た
。
家
計
の
足
し

に
と
先
祖
代
々
の
ご
絵
像
を
、
顔
の

部
分
だ
け
残
し
て
切
り
取
り
、
表
具

屋
で
銭
に
変
え
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
子
息
は
母
の
期
待
に
応
え
一

心
不
乱
に
勉
強
し
、
立
派
に
成
長
さ

れ
た
。

　

博
士
は
、
優
れ
た
法
学
者
で
あ
る

と
同
時
に
、
熱
心
な
仏
教
信
者
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
在

学
中
に
、
後
に
盛
岡
市
願
教
寺
の
院

主
と
な
ら
れ
た
島
地
大
等
和
上
か
ら

教
え
を
受
け
た
。
日
頃
浄
土
真
宗
を

信
仰
し
、
と
く
に
親
鸞
聖
人
に
造
詣

が
深
く
、
博
士
の
法
哲
学
や
刑
法

理
論
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

多
く
の
法
学
関
係
著
書
以
外
に
、『
日

本
仏
教
の
歴
史
と
理
念
』、『
歎
異
抄

講
話
』
な
ど
の
仏
教
書
も
執
筆
さ
れ

た
。
博
士
の
仏
教
を
信
じ
た
気
持
ち

は
、
近
江
商
人
の
末
裔
の
方
々
と
共

通
の
理
念
と
考
え
ら
れ
る
。

村
井　

宏  

略
歴

１
９
２
９
年
盛
岡
市
生
ま
れ
。
農
学
博

士
、
静
岡
大
学
農
学
部
教
授
、
岩
手
大

学
大
学
院
教
授
を
歴
任
。
吉
林
農
業
大

学
客
員
教
授
、
日
本
林
学
賞（
一
九
七

八
年
）東
北
森
林
学
会
賞
受
賞
。「
み
ど

り
を
守
り
育
て
る
岩
手
県
民
会
議
」
の

会
長
。
㈳
東
北
地
域
環
境
計
画
研
究
会

顧
問
。

小野清一郎（1891〜 1986）（盛岡市先人記念館蔵）
盛岡紺印井筒屋11代目、刑法学者で東京大学名誉教授。岩手県で
3人目の文化勲章受章者

小野慶三（1854〜 1920）（盛岡市先人記念館蔵）
小野組の支流芳野屋に生まれる。小野組の破産という悲運に合うも
旧岩手銀行を設立し、盛岡金融界の発展に貢献、盛岡経済界の風雲
児と呼ばれる。原敬を政界に押し出したことでも知られる。
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一
般
に
近
江
商
人
と
言
え
ば
、
湖

東
の
出
身
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多

い
が
、
南
部
盛
岡
へ
進
出
し
た
の
は

湖
西
の
大
溝
、安
曇
川（
現
高
島
市
）

周
辺
の
出
身
者
だ
っ
た
。

　

こ
の
南
部
領
に
於
け
る
高
島
商
人

の
三
人
の
始
祖
と
言
わ
れ
る
の
が
、

村
井
新
七
、
小
野
権
兵
衛
、
村
井
市

左
衛
門
で
あ
る
。

　

最
初
に
来
た
の
は
、慶
長
18
年（
１

６
１
３
）に
盛
岡
へ
定
住
し
た
村
井

新
七
で
、盛
岡
の
中
心
部
の
京
町（
現

上
の
橋
た
も
と
）に
店
を
構
え
、商
い

を
始
め
る
と
共
に
、
近
江
か
ら
の
後

輩
商
人
た
ち
の
「
草
鞋
脱
場
」
と
な

り
、
近
江
商
人
進
出
の
拠
点
と
な
っ

た
。

　

そ
し
て
、
寛
文
２
年（
１
６
６
２
）、

新
七
を
頼
っ
て
、
小
野
権
兵
衛
主
元

が
盛
岡
へ
下
っ
た
。名
目
上
、新
七
の

養
子
と
な
り
、
本
姓
を
村
井
と
改
め

商
業
に
精
励
し
、
約
十
年
後
、
独
立

し
て
「
志
和
近
江
屋
」
を
創
始
、
酒

造
業
、
質
業
を
営
み
、
盛
業
を
き
わ

め
た
。

　

時
代
は
少
し
前
後
す
る
が
、
万
治

元
年（
１
６
５
８
）、
兄
、
源
太
郎
の

住
む
盛
岡
へ
や
っ
て
き
て
そ
の
生
業

を
引
き
継
ぎ
、
呉
服
町
に
「
近
江
屋

市
左
衛
門
家
」
村
市
を
構
え
た
の
が
、

村
井
市
左
衛
門
孝
寛
で
あ
る
。
こ
の

三
人
の
高
島
商
人
が
盛
岡
に
於
け
る

岩
手
滋
賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末
裔
会
　
会
長　

村
井
研
一
郎

パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
わ
れ
る
。

　

こ
の
湖
西
高
島
商
人
と
南
部
盛
岡

と
の
結
び
つ
き
の
き
っ
か
け
に
一
つ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
最
近
ま
で
は
高
島
郡
田

中
下
城
村
と
い
わ
れ
た
湖
西
の
出
身

者
、
田
中
清
六
と
い
う
鷹
買
い
商
人

の
存
在
で
あ
る
。彼
は
天
正
18
年（
１

５
９
０
）頃
か
ら
北
前
船
に
便
乗
し

て
北
日
本
方
面
へ
と
往
復
し
、
地
方

の
大
名
や
、
豪
族
と
の
つ
な
が
り
を

持
ち
、
中
央
情
報
の
パ
イ
プ
役
も
果

た
し
て
い
た
ら
し
く
、
加
賀
の
前
田

利
家
の
差
し
金
で
、
南
部
家
を
当
時

の
中
央
政
権
へ
と
り
な
し
た
と
推
察

さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
南
部
第
46
代
当
主
、
利

文
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
南
部
家
を
近

世
大
名
へ
と
導
い
た
の
は
利
家
公
の

お
蔭
で
あ
る
と
し
、
当
主
の
名
前
に

前
田
家
の
許
し
を
得
て
、「
利
」
と
一

字
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
居
る
由
で

あ
る
。
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
田
中
清

六
の
出
身
地
が
湖
西
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
高
島
商
人
の
南
部
盛
岡
へ
の

進
出
の
動
機
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
近
江
商
人
の
卓
越
し
た
商

法
と
も
い
わ
れ
る
「
内
和
制
度
」
な

る
も
の
が
あ
る
。

　

前
述
の
先
輩
商
人
を
頼
っ
て
高
島

か
ら
来
た
商
人
た
ち
は
、
先
輩
の
下

で
商
い
を
学
び
、
実
績
を
認
め
ら
れ

れ
ば
、親
戚
筋
の
者
は
「
分
家
」
と
し

て
、
奉
公
人
だ
っ
た
者
は
「
別
家
」

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
「
暖
簾
」
分
け
で

独
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
家
を
中
心

と
し
た
同
族
的
団
結
を
図
り
、
販
売

力
を
維
持
発
展
さ
せ
た
。
経
営
合
理

主
義
の
追
求
か
ら
利
益
計
算
方
式
の

仕
組
み
つ
く
り
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

と
言
わ
れ
る
。

　

盛
岡
地
元
の
商
人
た
ち
も
近
江
商

人
と
の
取
引
関
係
を
深
め
、
子
弟
を

村
井
、小
野
系
列
店
に
奉
公
さ
せ
、商

法
を
学
ば
せ
、
或
い
は
暖
簾
分
け
別

家
と
し
て
、
そ
の
組
織
の
一
員
と
な

る
者
も
あ
り
、
近
江
直
系
で
な
く
と

も
一
団
と
な
っ
て
財
閥
的
組
織
を
形

成
し
た
。

　

そ
の
二
大
勢
力
が
小
野
権
兵
衛
系

と
村
井
市
左
衛
門
系
だ
っ
た
。

　

こ
の
一
方
の
小
野
権
兵
衛
の
系
統

は
「
小
野
組
」
と
し
て
明
治
初
期
ま

で
続
き
経
済
界
の
重
鎮
だ
っ
た
。
前

述
の
如
く
、
志
和
近
江
屋
を
始
め
た

村
井（
小
野
）権
兵
衛
主
元
は
、
寛
文

年
間（
１
６
７
０
年
）頃
郷
里
高
島
か

ら
甥
の
善
助
包
教
、
そ
の
弟
権
兵
衛

唯
貞
、
更
に
そ
の
弟
の
清
助
嘉
品
の

三
人
を
呼
び
寄
せ
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
盛
岡
で
成
功
し
、
村
井
・
小
野
の

強
固
な
地
盤
を
築
い
た
。
中
で
も
善

助
と
権
兵
衛
唯
貞
は
、
そ
の
商
才
・

行
動
力
に
優
れ
、
叔
父
権
兵
衛
主
元

勝
り
の
逸
材
だ
っ
た
。

　

権
兵
衛
唯
貞
は
主
元
の
養
子
と
な

り
、
村
井
姓
に
改
め
志
和
近
江
屋
の

２
代
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
小
野
姓

に
も
ど
る
。
そ
し
て
、
権
兵
衛
唯
貞

は
、
元
禄
３
年（
１
６
９
０
）京
都
へ

進
出
、京
都
鍵
屋
の
祖
と
な
り
、兄
の

善
助
も
宝
永
５
年（
１
７
０
８
）、
別

に
京
都
へ
出
て
、
井
筒
屋
の
祖
と
な

小
野
組
に
つ
い
て

り
、
京
都
を
中
心
に
、
江
戸
、
大
阪

へ
も
進
出
、
小
野
組
の
基
盤
を
固
め
、

盛
岡
南
部
の
一
族
と
京
都
、
大
阪
と

の
間
に
一
大
商
圏
を
確
立
し
た
。
慶

応
３
年（
１
８
６
７
）、
明
治
維
新
期

に
は
、
三
井
組
と
共
に
「
為
替
方
」

を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
京
都
井
筒
屋

７
代
目
善
助
包
賢
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
租
税
、
国
庫
金
の
収
納
・

支
出
を
引
き
受
け
、
付
帯
事
業
と
し

て
、
為
替
業
務
、
年
貢
米
売
却
、
そ

の
代
金
を
政
府
へ
の
収
納
業
務
な
ど

で
巨
利
を
あ
げ
る
事
が
出
来
た
。

　

明
治
６
年
、
三
井
組
と
共
に
第
一

国
立
銀
行
の
設
立
に
関
与
し
た
。
し

か
し
、
明
治
７
年
11
月
、
政
府
の
急

激
な
官
金
回
収
の
政
策
変
更
へ
対
応

出
来
ず
、
一
転
し
て
経
営
危
機
に
陥

り
、
閉
店
の
憂
き
目
を
見
た
の
だ
っ

た
。
政
策
変
更
を
事
前
に
察
知
し
て

対
策
し
た
三
井
組
を
除
き
、
薩
長
閥

と
の
政
争
の
余
波
を
蒙
り
、
破
綻
の

三始祖

近
世
の
盛
岡
近
江
商
人
の
活
動

南
部
領
に
於
け
る
近
江
高
島
商
人
の

三
始
祖
た
ち
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も
う
一
方
の
始
祖
と
い
わ
れ
る
の

は
「
近
江
屋
村
市
」
で
、小
野
善
助
店

と
双
璧
の
集
団
を
形
成
し
、
三
代
目

市
左
衛
門
篤
胡
は
、
延
享
４
年（
１
７

４
７
）頃
、秋
田
の
尾
去
沢
銅
山
を
盛

岡
商
人
組
合
で
共
同
経
営
し
た
。
そ

の
後
、天
保
６
年（
１
８
３
５
）、盛
岡

藩
は
新
設
の
「
銭
札
通
用
御
会
所
」

総
裁
に
９
代
目
村
井
市
左
衛
門
直
方

を
迎
え
、
藩
領
全
域
に
藩
札
を
発
行

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
乱
発
に
よ
る

恐
慌
を
引
き
起
こ
し
、
折
悪
し
く
天

　

こ
の
村
市
の
別
家
筋
で
著
名
な
商

人
は
「
尾
去
沢
銅
山
事
件
」
の
鍵
屋

茂
兵
衛
で
あ
る
。

　

こ
の
先
祖
は
和
歌
山
の
関
戸
の
出

身
で
関
ヶ
原
の
戦
い
に
敗
れ
、
南
部

に
下
向
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
縁
あ
っ
て
盛
岡
へ
至
り
、

享
保
年
間（
１
７
１
６
〜
３
５
）頃

近
江
屋
市
左
衛
門
へ
奉
公
し
、
次
第

に
頭
角
を
現
し
、
暖
簾
わ
け
で
別
家

と
し
て
独
立
、
寛
延
２
年（
１
７
４

９
）初
代
茂
右
衛
門
が
紺
屋
町
に「
鍵

屋
」村
井
家
を
興
し
た
。
そ
の
後
、南

部
藩
ご
用
達
を
務
め
、
１
５
０
石
の

士
分
に
と
り
た
て
ら
れ
た
。
天
保
年

間
に
二
つ
の
家
系
に
分
か
れ
、
一
つ

は
村
井
源
三
家
に
な
り
、
８
代
で
酒

造
業
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
が
鍵
屋

近
江
屋
村
市
に
つ
い
て

鍵
屋
村
井
茂
兵
衛
と
尾
去
沢
銅
山
事
件

保
の
飢
饉
と
重
な
り
、
藩
札
の
暴
落
、

加
え
て
幕
府
か
ら
の
発
行
停
止
令
を

受
け
、
村
市
を
は
じ
め
藩
内
の
質
店

は
破
産
同
然
の
状
況
に
追
い
込
ま
れ

た
。

　

盛
業
を
き
わ
め
た
近
江
屋
村
市
も

天
保
に
至
っ
て
閉
店
、
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）に
は
呉
服
町
の
店
舗
を

再
開
し
た
が
、
10
代
目
は
25
歳
で
病

没
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
財
政
力

は
低
下
、
加
え
て
戊
辰
戦
役
に
敗
北
、

茂
兵
衛
家
で
あ
る
。

　

著
名
な
４
代
目
茂
兵
衛（
文
政
４

年
〜
明
治
６
年
）の
時
に
は
、
近
江

屋
、
井
筒
屋
系
統
を
凌
ぐ
豪
商
と
な

り
、
京
都
、
大
阪
へ
も
支
店
を
持
っ

た
。

　

明
治
元
年
、戊
辰
戦
争
時
に
は
、藩

の
要
請
に
よ
り
、
鍵
屋
は
軍
資
金
と

し
て
７
万
両
を
上
納
し
、
そ
の
代
償

と
し
て
尾
去
沢
銅
山
の
経
営
権
を
任

さ
れ
た
。
そ
の
戊
辰
戦
争
敗
北
の
懲

罰
は
厳
し
く
、
南
部
藩
は
13
万
石
へ

の
減
封
、
白
石
へ
の
転
封
を
課
さ
れ

た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
免
れ
る
た
め

に
は
、
70
万
両
の
賠
償
金
を
新
政
府

筋
に
払
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
調
達

に
迫
ら
れ
た
が
藩
内
で
の
工
面
は
不

可
能
だ
っ
た
。

悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、小
野

組
の
人
材
は
残
り
、
そ
の
遺
風
は
一

族
や
店
員
た
ち
に
受
継
が
れ
た
。
そ

の
筆
頭
に
は
後
に
古
河
鉱
業
の
創
始

者
と
な
っ
た
古
河
市
兵
衛
、
盛
岡
出

身
の
瀬
川
安
五
郎
、
一
族
の
小
野
慶

蔵
、
小
野
善
助
の
弟
、
清
助
の
井
筒

屋
紺
印
店
の
11
代
目
、
文
化
勲
章
受

賞
の
刑
法
学
者
、
小
野
清
一
郎
博
士

を
輩
出
し
た
。
尚
、
７
代
目
権
右
衛

門
は
京
都
店
を
閉
鎖
し
、
南
部
へ
戻

り
、石
鳥
谷
へ
店
を
持
ち
、小
野
組
の

別
家
筆
頭
の
井
筒
屋
弥
兵
衛
の
支
え

で
商
い
を
続
け
、
そ
の
残
し
た
銘
酒

西　暦 元　号 内　　容
1566 永禄９ 西川仁右ヱ門、商売開始
1573 天正元 織田信澄が大溝城の城主
1588 天正16 建部七郎右衛門、松前渡航
1599 盛岡城築城　南部利直
1603 慶長３ 徳川家康　江戸幕府を開く
1610 慶長10 田付新助、江差に渡航
1613 慶長18 村井新七、盛岡に下る（盛岡近江商人団の始まり）
1615 元和元 大阪夏の陣　豊臣滅亡
1619 元和５ 分部氏が大溝城に入る
1622 元和８ 〜 25、小野則秀奥州に下ったとされる
1639 寛永16 鎖国令
1658 万治年間 ～ 61、小野則秀、京・大坂などでの交易
1662 寛文２ 初代村井権兵衛、盛岡に下り、新七家が草鞋脱ぎ場
1663 寛文３ 則秀死亡
1664 寛文４ 南部藩、盛岡南部と八戸南部に分かれる
1678 延宝６ 初代村井権兵衛、別家して志和村で酒造業を始める
1682 天和２ 初代小野善助（包教）叔父の権兵衛のもとで奉公
1689 元禄２ 初代小野善助盛岡紺屋町で酒造業を始める「井筒屋」
1690 元禄３ 善助の弟が権兵衛の養子となり京都で質店鍵屋開店
1700 元禄13 外村与左衛門が持ち下り開始
1708 宝永５ 初代小野善助京都で糸・絹・紅花を扱う
1716 享保元 享保の改革
1734 享保19 中井源左衛門、持ち下り開始
1739 元文４ 初代小野善助没
1747 延享４ 盛岡商人組合で尾去沢銅山の共同経営開始
1749 寛延２ 中村治兵衛が書置きを残す（三方よし原典）
1784 天明４ 大溝藩から諸役免除、二人扶持
1807 文化４ 蝦夷地が幕府領となる
1835 天保６ 鍵屋、七福神の藩札発行
1860 万延元 桜田門外の変
1866 慶応２ 小野宗家が大溝藩へ 100両の調達金
1867 慶応３ 大政奉還
1868 慶応４ 鍵屋尾去沢銅山経営に乗り出す
1872 明治５ 尾去沢銅山没収
1874 明治７ 小野組破綻

盛岡の近江商人関連年表	

「
七
福
神
」
は
著
名
で
あ
る
。
９
代
目

権
右
衛
門
勝
友
は
昭
和
38
年（
１
９

６
３
）、
権
右
衛
門
家
が
京
都
の
寺
院

に
寄
託
し
て
い
た
大
量
の
資
料
を
大

阪
大
学
経
済
学
部
へ
寄
贈
し
、
宮
本

又
次
教
授
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
貌
を

明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
、
日
本
一

の
商
人
史
と
し
て
こ
の
『
小
野
組
の

研
究
』
は
学
士
院
、
賞
恩
賜
賞
受
賞

に
輝
い
た
。
９
代
目
勝
友
は
ほ
と
と

ぎ
す
派
の
俳
人
で
あ
り
、
昭
和
52
年

２
月
逝
去
、
分
骨
は
紫
波
本
誓
寺
の

墓
所
に
納
骨
、
年
忌
法
要
は
別
家
筋

の
音
羽
会
が
営
ん
で
い
る
と
言
う
。

白
石
転
封
、
士
族
で
あ
っ
た
村
市
家

に
も
転
封
指
示
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、

士
族
返
納
の
願
い
を
出
し
た
の
は
11

代
市
太
郎
の
時
だ
っ
た
と
い
う
。
村

市
家
の
13
代
目
の
当
主
、
宏
氏
は
岩

手
滋
賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末
裔
会

会
長（
発
行
当
時
）で
あ
る
。

　

昭
和
60
年
７
月
に
は
、
初
代
市
左

衛
門
孝
寛
の
三
百
回
忌
法
要
を
当
地

願
教
寺
で
営
み
、「
親
鸞
上
人
行
脚

像
」
を
寄
進
し
た
信
心
深
い
家
柄
で

あ
る
。
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最
初
に
盛
岡
に
出
か
け
た
時
の
一

番
の
感
動
が
盛
岡
市
立
先
人
記
念
館

で
見
た
合
羽
だ
っ
た
。
私
の
先
祖
様

が
扱
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
同
郷

で
一
番
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
た
丸

田
屋
さ
ん
の
製
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
今
回
の
情
報

紙
で
は
、
来
盛
４
０
０
年
記
念
事
業

と
し
て
発
行
さ
れ
た
報
告
書
や
記
念

式
典
当
日
に
配
布
さ
れ
た
「
活
動
の

軌
跡
と
記
録
」
か
ら
抜
粋
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、
事
務
局
の
所
在
地
が

以
前
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
こ
と
に
驚

い
た
。
近
江
屋
さ
ん
と
い
う
屋
号

の
ホ
テ
ル
経
営
を
さ
れ
て
い
た
ご
主

人
な
き
後
、
ご
家
族
が
代
々
事
務
局

を
引
き
継
い
で
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
、

何
ら
か
の
ご
縁
で
滋
賀
か
ら
岩
手
に

や
っ
て
き
た
人
、
ご
先
祖
が
近
江
商

人
の
方
、
そ
ん
な
人
々
が
近
江
商
人

を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
ば
れ
て
い
る
岩

手
滋
賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末
裔
の

会
は
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
害

を
受
け
た
会
員
も
少
な
く
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
当
地
で
の
交
流
を
盛
ん

に
し
、
出
身
地
滋
賀
へ
の
熱
い
思
い

を
心
に
秘
め
、
ゆ
っ
た
り
と
し
な
が

ら
も
確
実
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
た

も
の
だ
っ
た
。

て
ん
び
ん
棒

　

大
阪
詰
め
の
勘
定
奉
行
、

川
井
某
は
英
国
商
人
オ
ー
ル

ド
か
ら
借
り
入
れ
契
約
を
し

た
が
、
藩
の
上
層
部
に
よ
っ

て
契
約
破
棄
さ
れ
、
そ
の
違

約
金
を
支
払
う
破
目
と
な
っ

た
。

　

川
井
は
返
済
に
困
り
、
当

時
大
阪
の
支
店
に
お
っ
た
鍵

屋
茂
兵
衛
に
泣
き
つ
き
、
返

済
の
た
め
の
助
力
を
依
頼
、

資
金
運
用
の
た
め
、
盛
岡
物

産
商
社
な
る
も
の
を
創
設
し
、

茂
兵
衛
を
名
義
上
頭
取
と
し

て
頼
み
込
み
、
実
際
は
川
井

が
采
配
を
振
っ
た
。
し
か
し
、

川
井
の
放
漫
経
営
と
浪
費
蕩

尽
で
そ
の
経
営
は
成
り
立
た

ず
、
明
治
３
年
、
政
府
の
外

債
禁
止
令
に
藩
名
の
出
る
こ

と
を
恐
れ
、
茂
兵
衛
名
義
に

契
約
書
を
書
き
換
え
茂
兵
術

は
こ
れ
に
よ
っ
て
数
万
両
の

損
害
を
受
け
、
か
か
る
藩
の

失
政
を
不
法
と
し
て
告
訴
し

た
。

　

大
蔵
省
は
明
治
４
年
12
月
、

再
調
査
に
乗
り
出
し
た
が
、

そ
の
衝
に
あ
た
っ
た
の
が
井

上
馨
だ
っ
た
。
こ
の
人
物
は

な
に
か
と
金
銭
的
に
風
評
の

あ
る
人
物
だ
っ
た
。

　

結
局
、明
治
５
年
３
月
、銅

山
を
没
収
、
銅
山
の
経
営
を

自
分
の
近
臣
の
岡
田
平
蔵
に
下
命
し
、

ま
も
な
く
岡
田
へ
３
万
６
１
０
０
円
、

15
年
年
賦
で
払
い
下
げ
た
。

　

時
の
司
法
卿
、
江
藤
新
平
は
こ
の

や
り
方
に
疑
念
を
抱
き
茂
兵
衛
の
訴

え
を
取
り
上
げ
、
銅
山
経
営
移
転
の

い
き
さ
つ
の
徹
底
調
査
を
命
じ
た
。

調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
不
当
な
や
り

口
が
明
ら
か
に
な
り
、
井
上
は
拘
引

逮
捕
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、
長
州
閥
の

木
戸
孝
允
に
泣
き
つ
き
大
蔵
省
敗
訴
、

井
上
は
罰
金
30
円
で
済
ん
だ
の
だ
っ

た
。

　

運
わ
る
く
、
征
韓
論
に
よ
る
西
郷

と
の
失
脚
で
江
藤
が
下
野
し
て
し
ま

い
、茂
兵
衛
の
訴
え
は
か
な
わ
ず
、こ

れ
が
契
機
で
鍵
屋
茂
兵
衛
家
は
没
落

し
た
の
だ
っ
た
。

　

結
局
、
藩
の
上
層
部
の
不
見
識
や

権
力
の
悪
用
、
国
の
実
力
者
の
欲
望

が
一
商
人
を
没
落
さ
せ
た
例
で
、
小

野
組
の
没
落
、
北
海
道
開
拓
地
払
い

下
げ
、
尾
去
沢
銅
山
事
件
と
明
治
初

期
に
お
け
る
三
大
疑
獄
事
件
と
称
さ

れ
る
。

む
す
び

　

顧
み
る
と
約
４
０
０
前
に
近
江
か

ら
遥
々
東
北
の
地
ま
で
、
苦
難
を
乗

り
越
え
て
の
旅
を
続
け
、南
部
の
地
に

定
着
し
、
更
に
南
部
で
の
基
盤
を
固

め
た
上
、
京
都
、
大
坂
、
近
江
と
広
範

な
商
圏
を
築
い
て
い
っ
た
先
た
ち
の

迫
力
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。明
治

以
降
の
急
速
な
変
遷
の
中
、
商
業
立

国
の
先
達
を
果
た
し
た
の
が
近
江
商

人
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

近
江
か
ら
進
出
し
て
商
い
を
営
ん

だ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
と

も
同
志
的
共
生
を
図
り
先
進
的
経
管

に
尽
力
し
た
の
が
彼
ら
の
真
骨
頂
で

あ
ろ
う
。
盛
岡
高
島
商
人
の
中
心
と

な
っ
た
村
井
・
小
野
一
族
は
元
は
武

家
出
身
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
家
訓
に

は
「
仁
義
礼
智
信
」
と
あ
り
、
武
士

道
の
儒
教
精
神
と
庶
民
的
浄
土
真
宗

に
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
た
と
言

わ
れ
大
変
信
心
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

地
元
の
滋
賀
県
に
於
い
て
近
江
商

人
の
知
恵
と
理
念
に
関
し
て
、「
売

り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ

し
」
の
三
方
よ
し
の
理
念
を
地
域
社

会
に
広
め
る
運
動
が
あ
る
と
い
う
。

　

商
業
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
こ
そ

近
江
商
人
の
先
達
た
ち
が
願
っ
た
事

で
あ
り
、
現
代
社
会
に
も
っ
と
も
望

ま
れ
る
精
神
で
あ
ろ
う
。

村
井　

研
一
郎  

略
歴

1
9
3
0
年
盛
岡
市
生
ま
れ
。
京
都
大

医
学
部
薬
学
科
卒
業
後
、
創
業
１
８
５

７
年
の
株
式
会
社
村
源
を
継
ぐ
、
卸
売

り
を
分
離
し
た
村
研
薬
品
を
設
立
。
県

薬
剤
師
会
会
長
や
、
村
研
薬
品
の
後
身

と
な
る
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト（
本
社
・
仙

台
）の
顧
問
な
ど
を
歴
任
。

村井茂兵衛（盛岡市先人記念館蔵）尾去沢銅山


